




要約:1985 年から神経芽細胞腫のスクリーニングが全国的に実施され,1988 年には,VMA の

みの定性検査から HPLC(高速液体クロマトグラフィー)を使った VMA,HVA,クレアチニンの

定量によるスクリーニングの実施が推奨され発見例が増加した。1988 年度末までに発見・

診断された例は 357 例に達したので臨床的分析を行った。1987 年までの発見頻度は

1/15,000であったが,1988年には1/8,429となり,発見率がHPLCの導入によって増加した。

対象者の 78.9%が検査を受けた。これら 357 例の生存率は 97%と高かった。今後,受検率の

向上とフォローアップの充実のための工夫が必要である。 


